
統合幕僚監部達第１０号 

統合幕僚監部の車両の管理運用に関する達を次のとおり定める。 

 

平成１８年３月２７日 

統合幕僚長 陸将 先崎 一 

 

統合幕僚監部の車両の管理運用に関する達 

 

           改正 平成１９年 １月 ５日 統合幕僚監部達第 １号 

              平成２７年１０月 １日 統合幕僚監部達第１８号  

              平成３０年 ３月３０日 統合幕僚監部達第 ４号 

              令和 ２年 ９月３０日 統合幕僚監部達第 ４号 

              令和 ４年 ３月１７日 統合幕僚監部達第 ６号 

 

（目的） 

第１条 この達は、統合幕僚監部における車両の管理及び運用を合理的、経済的な

らしめ、あわせて安全運行の確保を図ることを目的とする。 

（適用） 

第２条 車両の管理及び運用に関し、この達に示されてない事項については、関係

法令及び訓令等の定めるところによる。 

（責任及び権限） 

第３条 総務課総務班長は、車両の管理及び運用並びに操縦手の監督についての一

切の責任を負う。 

２ 総務課総務班車両係長は、安全運転管理者として総務課総務班長を補佐し、車

両の維持管理及び運用並びに操縦手に対する直接の指導・監督を行う。 

３ 総務課総務班配車係は、総務課総務班車両係長の監督を受け、車両の使用及び

運行に関する手続、記録の業務を行う。 

４ 操縦手は、自己に割り当てられた車両の操縦、保存及び手入れに関する業務を

行う。 

（点検及び整備） 

第４条 操縦手は、自己に割り当てられた車両の保存、手入れについて常に細心の

注意を払い、所定の点検又は命ぜられた点検を行い、自己の車両の不備故障を発

見したときは、速やかに総務課総務班車両係長に報告し指示を受けなければなら

ない。 

 

 



（駐車場） 

第５条 防衛省の駐車場の使用については、これを管理する機関の長の定めるとこ

ろに従わなければならない。 

（管理） 

第６条 総務課総務班長は、使用ひん度が少ない車両については、これを保管車両

に指定し特定の操縦手を管理者に指定して、保存、手入、点検等管理に遺漏のな

いようにするものとする。 

２ 総務課総務班長は、長期間にわたる車両の整備及び運用計画を立てて、車両が

同時に損耗し、又は整備しなければならない状態をきたさないようにするものと

する。 

（車両附属工具） 

第７条 車両運行の場合、車両附属工具は、常に備付けておかねばならない。 

２ 車両附属工具の管理は、割り当てられた車両の操縦手及び保管車両の管理者が

行う。 

（携行部品） 

第８条 車両には、定められた携行部品を備付けておかなければならない。 

２ 携行部品の管理は、操縦手が行う。 

（給油） 

第９条 総務課総務班配車係は、給油に際し車両ごとに走行距離と給油量を明確に

記録整理し、異常を認めたときは、順序を経て総務課総務班長に報告するものと

する。 

（車両使用の原則） 

第１０条 車両は原則として、公用以外に使用してはならない。 

２ 車両の使用については、総務課総務班長の許可を受けなければならない。 

３ 車両の使用に際しては乱用を戒めるとともに、次の事項に着意するものとする。 

 (1) 使用目的の重要度に応じて緩急順序を定めて使用すること。 

 (2) 事前に周到な計画を作成して使用の適正化を図ること。 

（車両の使用基準） 

第１１条 公務のため送迎に官用自動車を使用できる者は、次の各号に掲げる者と

する。 

 (1) 統合幕僚長、統合幕僚副長及び総括官 

 (2) 部長、首席参事官、参事官、報道官、首席法務官及び首席後方補給官 

（車両の使用手続） 

第１２条 前条による使用の場合を除き、車両を使用する場合には、次の各号の手

続きによる。 

 



 (1) 車両の使用を請求するときは、防衛省行政文書管理規則（平成２３年防衛省

訓令第１５号）第２条第４号に規定する文書管理システム（以下同じ。）によ

り、使用する者が車両使用請求書（別紙様式第１）を総務課総務班配車係及び

車両係長を経て前日までに総務課総務班長に提出する。 

 (2) 総務課総務班長は、これを審査し許可の認証をなし、文書管理システムによ

り、これを総務課総務班配車係に通知する。 

 (3) 総務課総務班配車係は、１日分をとりまとめ、能率的かつ経済的な配車計画

をたて、これを車両配車計画表（別紙様式第２）に記入するとともに、車両ご

とに車両運行指令書（別紙様式第３）を作成し、操縦手にこれを交付する。 

 (4) 操縦手は、車両の使用済後、車両運行指令書に使用者の署名をとり、これを

総務課総務班配車係に提出する。 

 (5) 記入済の車両配車計画表及び車両運行指令書は月ごとにまとめて、車両運行

記録簿（別紙様式第４）の別冊として、総務課総務班車両係長の監督の下に総

務課総務班配車係が保管するものとする。 

（使用制限） 

第１３条 操縦手は、自己に割り当てられた車両をみだりに他の者に操縦させては

ならない。 

（安全運行） 

第１４条 総務課総務班長は、必要に応じ安全運行のための指示を行う。 

２ 総務課総務班車両係長又は車両係長が示す者は、業務の開始前後の操縦手の酒

気帯びの有無を目視等で確認し、所要の指導を行う。この際、その結果を酒気帯

び確認記録票（別紙様式第５）に記録し、これを１年間保管するものとする。 

（車両事故） 

第１５条 操縦手は、操縦に起因して他に被害を与え、又は他より被害を受けたと

判断したときは、直ちに停止してこれを確認しなければならない。 

２ 現場における事故処理は、おおむね次のとおりとする。 

 (1) 負傷者を生じた場合は、最寄り病院に収容する等の処置を他に優先して行う

ものとする。 

 (2) 現場の保存に努めるとともに、総務課総務班長に報告し、あわせて最寄りの

警察機関に通報するものとする。 

（事故報告） 

第１６条 総務課総務班長は、事故が発生した場合は、速やかに機宜の処置を講ず

るとともに、総務部長に報告しなければならない。 

（車両管理月報） 

第１７条 総務課総務班長は、車両管理月報（別紙様式第６）を翌月１０日までに

総務部長に提出しなければならない。 



（統計） 

第１８条 総務課総務班長は、次の各号に掲げる統計を作成し、車両の管理並びに

運行の能率及び経済化を図らなければならない。 

 (1) 車両使用及び運行に関する統計 

 (2) 燃料油脂等の消費に関する統計 

 (3) 車両用部品及び消耗品に関する統計 

 (4) 車両修理費に関する統計 

 (5) 事故に関する統計 

 (6) その他必要と認める統計 

附 則 

この達は、平成１８年３月２７日から施行する。 

附 則（平成１９年１月５日統合幕僚監部達第１号） 

この達は、平成１９年１月９日から施行する。 

附 則（平成２７年１０月１日統合幕僚監部達第１８号） 

この達は、平成２７年１０月１日から施行する。 

附 則（平成３０年３月３０日統合幕僚監部達第４号） 

この達は、平成３０年４月１日から施行する。 

  附 則（令和２年９月３０日統合幕僚監部達第４号） 

この達は、令和２年１０月１日から施行する。 

  附 則（令和４年３月１７日統合幕僚監部達第６号） 

この達は、令和４年４月１日から施行する。



備
　
考

乗
用
車

ワ
ゴ
ン

マ
イ
ク
ロ
バ
ス

別紙様式第１（第１２条関係）

車　　両　　使　　用　　請　　求　　書

　　　　　　　　請　求　先
　　　　　　　　　統合幕僚監部　総務課総務班長　殿

請求年月日 請求者階級氏名

使用目的

使
用
計
画

使用年月日 差出時間

使用者階級氏名 差出場所

行　先

経　路
往
復

送
り

迎
え

時　間
使用時間

注：車両請求する場合は、総務課総務班長の許可を受け、文書管理システムにより、
　　使用前日の１６００までに提出する。

車
　
種

その他 車両番号 操縦手氏名



（元号）　　年　　月

日付 ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／
曜日 月 火 水 木 金 土 日

　　　　　　　　行動予定
（担当者氏名）

1
（　　　　　　　）

2
（　　　　　　　）

3
（　　　　　　　）

4
（　　　　　　　）

5
（　　　　　　　）

6
（　　　　　　　）

7
（　　　　　　　）

8
（　　　　　　　）

9
（　　　　　　　）

※　記入要領　　１．予定ー鉛筆　　２．当日受ー赤鉛筆
※　記入項目　　１．使用する室名　２．行先　３．出発時間　４．帰庫時間　５．その他必要事項

別紙様式第２（第１２条関係）

車　両　配　車　計　画　表
車　両　係

（　　月　　週の予定）

連

番



立

到着地

回

数

別紙様式第３（第１２条関係）

備考 合 計 検印

出 発
時 刻

出発地 経　　　路
走行粁

メーター
到 着
時 刻

走 行
時 間

乗 員
人 数

走 行
粁 数

使用者名

オイル 出　庫

立 合　計

車両係氏名 操縦手氏名 ガソリン

内　訳 時　間 粁　数

入　庫

車　　　両　　　運　　　行　　　指　　　令　　　書 防 衛 省 統 合 幕 僚 監 部

年  　月  　日 　曜
年  式

（元号） 車両番号



別紙様式第４（第１２条関係）

車　名 車　番 点検印

走
行
時
間

日
走
行
粁

業
務
走
行

送
迎
走
行

長
距
離

出
庫
時
間

入
庫
時
間

出
庫
回
数

乗
車
人
員

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

16

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

28

29

30

31

合計 ― K K K K ℓ ℓ 回 人 実動日数

車　両　運　行　記　録　簿

統合幕僚監部

走行１粁当りの平均燃料消費量

燃料１ℓ当りの平均走行粁

ℓ

ｋｍ

月末走行粁

使用状況

担当操縦手名

Ｅ
オ
イ
ル

（元号）　年　月

　 区分

日別

用途別区分

前月末走行粁

燃
料
補
給
量



検知器 対面でない場合の具体的方法

1 ／ あり・なし

2 ／ あり・なし

3 ／ あり・なし

4 ／ あり・なし

5 ／ あり・なし

6 ／ あり・なし

7 ／ あり・なし

8 ／ あり・なし

9 ／ あり・なし

10 ／ あり・なし

11 ／ あり・なし

12 ／ あり・なし

13 ／ あり・なし

14 ／ あり・なし

15 ／ あり・なし

16 ／ あり・なし

17 ／ あり・なし

18 ／ あり・なし

19 ／ あり・なし

20 ／ あり・なし

※確認方法は、令和４年１０月１日から記載

酒気帯びの
有 無

指 定区 分
連
番

指示事項等

別紙様式第５（第１４条関係）

酒　気　帯　び　確　認　記　録　票

令和　　年　　月　　日（　）

確認方法※
確認時間

（業務前／後）
確認者運転者車 種車 番



 

往　復

200K

以　上

往　復

100K

以　上

往　復

80K

以　上

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

16

別紙様式第６（第１７条関係）

記　　事

合　　計

車

距

離

急

旋

回

急

カ
ー

ブ

そ

の

他

規

律

違

反

過

失

不

可

抗

力

出

庫

回

数

人

員

輸

送

量

人

長距離運行回数 過

速

度

信

号

無

視

車　両　管　理　月　報

令和　年　月

№

車
　
両
　
番
　
号

車
　
　
　
　
　
名

走

　
行

　
粁

　
数

一

ヶ

月

燃

料

補

給

量

立

当

走

行

粁

月末現在車両状況 運　行　実　績

操縦手の
現状
健康状態
その他

事故原因区分

応

役

可

能

三

段

階

整

備

以

上

の

も

の

で

可

能

そ

の

他

で

不

可

能


